
為替週間展望＝ドル円はトランプ関税報道で荒れた動きか

　　　　　　　　　　［４月７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 31 日～ 4 月 4 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  149.70   150.49( 2)    145.20( 3)    146.09   -3.75

ユーロ・ドル  1.0821   1.1144( 3)    1.0778( 1)    1.1051   +0.0223

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    33,780.58    -3339.75     日本10年債利回り   1.173   -0.370

ダウ平均株価    40,545.93    -1037.97     米10年債利回り     4.029   -0.221

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

７日　　日銀支店長会議、地域経済報告（さくらレポート、４月）

　　　　日本２月景気動向指数速報値

　　　　独２月鉱工業生産指数、独２月貿易収支

　　　　ユーロ圏２月小売売上高

８日　　日本２月経常収支、日本２月貿易収支

　　　　カナダ３月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

９日　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　植田日銀総裁あいさつ

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨(３月１８、１９日開催分)

１０日　中国３月消費者物価指数、中国３月生産者物価指数

　　　　米３月消費者物価指数、米新規失業保険申請件数

１１日　英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支

　　　　独３月消費者物価指数確報値

　　　　米３月生産者物価指数

　　　　米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】トランプ関税による米国での物価上昇圧力の高まりも警戒されてお

り、ドル高圧力として意識されそうだ。米経済指標やトランプ関税関連報道に左右され

ながらもドル円は底堅い動きが継続するとした。

　　　　

【トランプ政権の「相互関税」の導入で市場は大混乱】

　日本時間の３日早朝にトランプ米大統領はホワイトハウスで演説して、貿易相手国に

対し相互関税を課すと発表した。各国に一律１０％の関税を課した上で、国や地域別に

税率を上乗せする方針を示した。関税率は日本が２４％、欧州連合（ＥＵ）が２０％な

どとしており、中国は発動済みの２０％に加え、３４％を上乗せする方針となってい

る。

　　

　なお、これに対して欧州連合（ＥＵ）や中国は対抗措置を示唆しており、貿易戦争の

激化が世界経済へ悪影響を与えることが懸念されている。相互関税を受けて、米国の景

気が悪化するとの観測も高まっている。こうした中、３日の日経平均は１０００円近い

下げとなり、アジア各国の株価も売りに押される展開となった。

　　

　通貨ではドルが売られる一方で、リスク回避の動きから円が買われた。ドル円は３日

の海外市場で１４５円台前半までドル安円高が進行した。ユーロドルは１．０８００ド

ル近辺から１．１１５０付近まで大きく上昇、ポンドドルは１．３２００台まで上値を

伸ばした。
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　米国景気が悪化するとの警戒感などから３日のＮＹダウは１６７９ドル安と急落し

た。４日の日経平均は連日の大幅安となった。ドル円は３日の海外市場で１４５円台前

半まで下げた後は下げ渋ったものの、再び１４５円台に下落するなど上値の重い動きと

なっている。

　　

　米経済指標は、３月米ＩＳＭ製造業景況指数、２月米雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求

人件数が市場予想を下回り、米国の景気減速懸念からドル売りに傾き、一時１４８．９

０台まで下落した。ただ、その後はトランプ政権の「相互関税」の発表を控えて、買い

戻しの動きが広がった。

　　

　２日の３月米ＡＤＰ雇用者数は市場予想を上回り、３月米投資管理会社のチャレンジ

ャー人員削減数は予想を上回るなど強弱交錯する内容となった。ただ、トランプ政権の

相互関税の発表の後だけに経済指標の影響は限定的となっている。

　　

【引き続きトランプ関税に関する報道で荒れた動きか】

　日米の経済指標やイベントとしては、７日に日本２月景気動向指数速報値、８日に日

本２月経常収支、日本２月貿易収支、９日に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要

旨、１０日に米３月消費者物価指数、米新規失業保険申請件数、１１日に米３月生産者

物価指数、米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

　９日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨、１０日の米３月消費者物価指

数、１１日の米４月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値などが注目される。もっと

も、現在はトランプ米大統領の関税関連の発言に振り回される状態が続いており、相互

関税の材料が市場に織り込まれるまでは、経済指標関連の影響は限定的となる可能性が

高そうだ。

　　

　トランプ米大統領の発言は二転三転することもあり、市場が全く想定してないような

発言も出てくるため、ドル円は上下に荒れた動きを見せつつ、落ち着きどころを探る展

開か。一方的な円高進行とはならず、反転上昇する場面もみられそうだ。ドル円の目先

の予想レンジは、１４３．００－１５０．００円。

　　

【ユーロドルは高値圏でのレンジ相場か】

　ユーロドルは３日に１．０８００ドル近辺から急騰して１．１１５０付近まで急騰し

た。朝方の安値から３５０ポイント前後の大幅な上げとなった。米国の相互関税に対し

て、ＥＵは米サービス企業への報復措置を検討していると報じられている。なお、相互

関税に関しては、米国内のインフレや成長鈍化などの悪影響があるとの見方が広がり始

めている。

　　

　３日に急騰したユーロドルは４日にはやや落ち着きを見せ、１．１０台での推移を見

せている。トランプ関税の影響を注視しつつ、ユーロドルは高値圏でのレンジ相場にな

るとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０７５０－１．１２５０ドル。

　　

　ポンドドルは米相互関税を受けてのドル売りを受けて、１．３２００台に乗せた。ポ

ンドドルは５日線や２１日線をサポートに底堅い動きを見せているが、３日に大きく上

昇した反動もあり、高値圏で一進一退の動きとなりそうだ。ポンドドルの目先の予想レ

ンジは、１．２９００－１．３３００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、７日に独２月鉱工業生産指数、独２月貿易

収支、ユーロ圏２月小売売上高、８日にカナダ３月ＩＶＥＹ購買部協会指数、９日にＮ

Ｚ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、１０日に中国３月消費者物価指数、中国３月生産者

物価指数、１１日に英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支、

独３月消費者物価指数確報値などがある。
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